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こ
れ
ま
で
の
人
生
を
糧
に
新
た
な
一
歩
を

平
成
27
年
成
人
式

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
１
月
５
日
、
平
成
27
年
成
人

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
該
当
者
１
６
０
名
中
１
３
３
名

が
出
席
。
ス
ー
ツ
や
袴
、
色
と
り
ど
り
の
振
り
袖
に
身
を

包
ん
だ
新
成
人
の
晴
れ
の
門
出
を
、
家
族
と
町
関
係
者
ら

が
祝
い
ま
し
た
。

式
典
で
、
秋
武
喜
一
郎
教
育
長
は
「
社
会
人
と
し
て
恥
じ

る
こ
と
無
く
信
頼
さ
れ
る
人
間
に
な
り
、
社
会
の
発
展
に

寄
与
す
る
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。
高
岡
秀
規

町
長
、
木
原
良
治
議
長
、
後
輩
を
代
表
し
て
徳
之
島
高
校

２
年
の
米
山
夏
希
さ
ん
が
お
祝
い
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

新
成
人
代
表
の
徳
田
悠
さ
ん
は
「
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な

く
他
人
の
こ
と
も
気
遣
え
る
人
間
と
し
て
、
社
会
に
役
立

て
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
後
の
交
流
会
で
は
、
中
学
生
当
時
の
写
真
上
映
に

合
わ
せ
て
卒
業
時
の
先
生
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
朗
読
。新
成
人
の
父
母
と
高
校
生
の
29
名
が
ア
ン
ジ
ェ

ラ
・
ア
キ
の
「
手
紙
」
な
ど
３
曲
を
合
唱
し
、
お
手
製
の

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
し
ま
し
た
。

新
成
人
の
保
護
者
が
沖
縄
よ
り
招
待
し
た
照
喜
名
竹
美

さ
ん
が
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
演
。
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
「
世
界
の
と
も
だ
ち
」
を
含
む
３
曲
を
熱
唱
し
、
祝

賀
を
に
ぎ
や
か
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
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●● ● Town news

徳
之
島
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
12
月

21
日
、
町
立
図
書
館
主
催
の
ク
リ
ス
マ
ス

フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

と
親
子
連
れ
約
２
０
０
名
が
、
朗
読
や
音

楽
鑑
賞
な
ど
を
楽
し
み
、
大
勢
で
の
イ
ベ

ン
ト
な
ら
で
は
の
一
体
感
を
体
験
し
た
様

で
し
た
。

演
奏
や
ダ
ン
ス
、
童
話
の
朗
読
や
落
語

な
ど
で
ク
リ
ス
マ
ス
に
ふ
さ
わ
し
い
楽
し

い
雰
囲
気
が
会
場
に
広
が
り
ま
し
た
。

町立図書館クリスマスフェスタ
大勢で楽しむクリスマス

役
場
町
長
室
で
12
月
22
日
、
高
岡
秀
規

町
長
か
ら
永
井
一
男
さ
ん
へ
「
日
本
赤
十

字
社
資
功
労
に
よ
る
支
部
長
感
謝
状
」
が

永
井
一
男
さ
ん
へ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

同
支
部
長
感
謝
状
は
、
個
人
で
累
計
額

10
万
円
以
上
の
社
資
を
納
め
ら
れ
た
人
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。
社
資
は
、
地
域
で

の
赤
十
字
活
動
を
は
じ
め
様
々
な
人
道
的

活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
永
井
さ
ん
の

心
あ
た
た
か
な
善
意
に
日
本
赤
十
字
社
か

ら
感
謝
の
意
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

日本赤十字社より感謝状
心あたたかな善意に感謝

町
内
の
山
か
ら
手
々
地
区
で
12
月
21

日
、「
第
６
回
健
康
の
ま
ち
ジ
ョ
ギ
ン
グ

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
住
民

や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
愛
好
家
、
家
族
連
れ
な
ど

が
、
山
公
民
館
か
ら
３
、５
、
10
、
21
㎞

の
各
コ
ー
ス
を
走
り
、
初
冬
の
ジ
ョ
ギ
ン

グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
晴
天
の
冬
空
の
下
、

楽
し
ん
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す
る
姿
を
見

せ
、
共
に
出
場
し
た
家
族
や
仲
間
と
さ
わ

や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

第６回健康のまちジョギング大会
楽しんで走ろう

平
成
27
年
徳
之
島
町
消
防
団
出
初
式
が

１
月
６
日
、
亀
津
児
童
公
園
・
徳
之
島
町

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
手
々
か
ら
亀
津
ま
で
を
消
防
車
５
台

で
パ
レ
ー
ド
後
、
亀
津
小
学
校
吹
奏
楽
部

を
先
頭
に
、
消
防
団
員
、
母
間
小
学
校
少

年
少
女
防
火
ク
ラ
ブ
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

に
よ
る
パ
レ
ー
ド
が
亀
津
市
街
地
で
実
施

さ
れ
、
防
火
防
災
意
識
の
普
及
啓
発
を
図

り
ま
し
た
。

平成 27 年度徳之島町消防出初式
地域を守る思い新たに

兄
弟
で
参
加
し
た
　
福
田
　
一
颯
く
ん

す
ず
さ
ん
（
右
）

は
づ
き
さ
ん
（
左
）

神
之
嶺
小
学
校
二

年
生
の
み
ん
な
と
元

気
に
落
語
を
披
露
し

て
く
れ
た
す
ず
さ
ん
。

「
会
場
の
み
ん
な
が

笑
っ
て
く
れ
て
う
れ

し
か
っ
た
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

新
人
団
員
で
宣
誓
し
た
　
土
持
浩
也
さ
ん

式
典
で
、
新
入
団

員
５
名
が
辞
令
交
付

を
受
け
ま
し
た
。
代

表
で
土
持
さ
ん
は
、

「
良
心
に
従
い
忠
実

に
消
防
の
義
務
を
遂

行
す
る
こ
と
」
を
誓

い
ま
し
た
。
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野
菜
の
安
定
供
給
と

障
が
い
者
雇
用
を
結
ぶ
か
け
橋
へ

神
田
福
祉
農
園
　
施
設
紹
介

平
成
26
年
２
月
に
徳
之
島
町
亀
津
の
植
物
工
場
「
神
田
福
祉
農
園
」

が
開
所
し
約
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
同
農
園
で
は
、
葉
物
野
菜
の
小
松

菜
、
サ
ラ
ダ
ほ
う
れ
ん
草
、
水
菜
、
ル
ッ
コ
ラ
の
４
種
類
が
無
農
薬
で

水
耕
栽
培
さ
れ
て
ま
す
。

天
候
や
流
通
に
左
右
さ
れ
な
い
同
農
園
で
の
野
菜
づ
く
り
で
、
台
風

な
ど
で
店
頭
が
品
薄
状
態
で
も
、
葉
物
野
菜
の
島
内
流
通
を
安
定
供
給

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
季
節
を
問
わ
ず
、
一
年
間
を
通
し

安
定
し
た
価
格
で
出
荷
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
販
路
も
確
立
さ
れ
島
内
ス
ー
パ
ー
で
販
売
。
ま
た
、
病
院

食
や
学
校
給
食
、
町
美
農
里
館
な
ど
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ク
が
少
な
い
こ
れ
ら
の
葉
物
野
菜
は
、
サ
ラ
ダ
な
ど
で
の
生
食
に

も
適
し
て
い
ま
す
。
家
庭
の
食
卓
で
も
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

島
内
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
で
販
売
さ

れ
て
い
る
小
松
菜
、
ほ
う
れ
ん
草
、

水
菜

美
農
里
館
で
は
、
サ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー

の
サ
ラ
ダ
や
ベ
ジ
タ
ブ
ル
サ
ン
ド
、

期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
で
利
用
さ
れ

て
い
ま
す

1 月 8 日の学校給食。お雑煮に
は神田福祉農園で栽培されたほ
うれん草がたっぷり



2015 年 2 月号広報とくのしま– 5 –

神
田
福
祉
農
園
は
、
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
運
営
。
約
５
０
０
平
方

ｍ
の
ハ
ウ
ス
内
に
12
の
レ
ー
ン
が
設
置
さ
れ
、
１
万
６
２
０
０
株
の
野

菜
を
栽
培
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
管
理
事
業
者
の「
徳
之
島
絆
フ
ァ
ー

ム
」
は
障
が
い
者
の
就
労
継
続
支
援
事
業
所
で
あ
り
、
同
フ
ァ
ー
ム
よ

り
派
遣
さ
れ
た
９
～
11
名
の
障
が
い
者
が
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
派

遣
さ
れ
た
障
が
い
者
を
ふ
く
む
約
14
名
の
従
業
員
は
、
栽
培
や
収
穫
、

出
荷
作
業
を
担
当
。
出
荷
作
業
で
は
、
下
葉
処
理
を
し
て
形
を
整
え
、

計
量
し
た
の
ち
袋
詰
め
を
行
い
ま
す
。
約
一
年
間
、
野
菜
を
栽
培
し
て

い
る
従
業
員
は
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

重
労
働
が
少
な
い
水
耕
栽
培
に
よ
り
障
が
い
者
雇
用
支
援
の
促
進
と

安
定
に
取
り
組
む
神
田
福
祉
農
園
。
一
年
間
の
経
験
に
よ
り
雇
用
さ
れ

て
い
る
障
が
い
者
は
十
分
な
技
術
を
取
得
し
、
計
画
的
な
葉
物
野
菜
の

栽
培
や
販
路
の
確
立
を
目
標
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
更
な
る

雇
用
規
模
の
拡
大
を
目
標
と
し
て
お
り
、
ハ
ウ
ス
の
増
棟
や
、
ト
マ
ト

な
ど
の
実
物
野
菜
や
新
た
な
作
物
の
栽
培
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ハ
ウ
ス
横
の
作
業
所
で
出
荷
作
業
を
す
る
従
業
員
。
開
所
当

時
と
比
べ
、
作
業
場
の
環
境
も
整
い
効
率
よ
く
作
業
を
し
て
い

ま
し
た
。
作
業
中
は
楽
し
そ
う
な
会
話
が
あ
ふ
れ
、
作
業
所
内

の
配
置
を
話
し
合
っ
た
り
す
る
な
ど
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境

を
作
ろ
う
と
す
る
積
極
的
な
姿
勢
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

ルッコラ
ピリッと辛く、ごまのよ
うな香りが特徴。生でサ
ラダ、肉料理の付け合せ
などに。

水菜
淡白な味わいと歯ごたえ
が特徴。鍋物、煮物、葉
ざわりを生かして、浅漬
けにも。

サラダほうれん草
おひたし、和え物、鍋物、
炒め物などに。アクの少
ない同農園産はサラダ用
に最適。

小松菜
カロテン、ビタミン C、
カルシウム、鉄分がたっ
ぷり。おひたしや煮びた
し、炒め物に。

野
菜
が
元
気
に
育
つ
様
子
を
見
る
の

が
毎
日
楽
し
み
。
一
生
懸
命
育
て

た
野
菜
を
沢
山
の
人
に
た
べ
て
ほ
し

い
。

農
園
の
仕
事
が
始
ま
り
、
一
日
が

充
実
し
て
い
る
。
昼
ま
で
の
仕
事

な
の
で
、
色
々
な
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
い
い
。

み
ん
な
が
や
さ
し
く
、
和
気
あ
い
あ

い
と
す
る
仕
事
が
と
て
も
楽
し
い
。

若
い
と
き
は
力
仕
事
に
自
信
が

あ
っ
た
が
、
年
齢
が
高
く
な
っ
た

今
は
、こ
の
仕
事
が
合
っ
て
い
る
。

「 徳之島絆ファーム」
利用者の声！
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エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、「
自

然
環
境
や
歴
史
文
化
を
対
象
と

し
、
そ
れ
ら
を
体
験
し
、
学
ぶ

と
と
も
に
、
対
象
と
な
る
地
域

の
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
の
保

全
に
責
任
を
持
つ
観
光
の
あ
り

か
た
（
環
境
省
）」
で
す
。

平
成
24
年
度
に
は
、
奄
美
群

島
の
全
て
の
島
で
「
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」
が
組
織

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
島

で
は
、
市
町
村
と
観
光
関
係
者
、

エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
な
ど
が
連

携
し
、
各
島
の
実
状
を
反
映
し

奄
美
・
琉
球
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
の
中
で
、
通
常
の
観
光
地

な
ど
を
巡
る
ツ
ア
ー
に
加
え
、
集
落
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
体
験
す
る
「
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
の
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
12
月
末
に
は
、「
わ
き
ゃ
シ
マ
か
ら
始
め
よ
う
！
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
題

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
天
城
町
役
場
で
開
催
さ
れ
、
専
門
家
に
よ
る
講
演
と
島
内
外

の
関
係
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
知

識
や
認
識
を
深
め
ま
し
た
。
今
回
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
要
と
町
内
で
実
施
さ

れ
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。今

後
は
、
下
記
の
国
が
定
め

た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
を

参
考
に
、
地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
各
集
落
の
身
近
に
あ
る

自
然
や
歴
史
、
文
化
な
ど
を
観

光
資
源
と
し
て
生
か
す
と
と
も

に
、
保
全
と
継
承
に
つ
な
げ
る

な
ど
の
活
用
策
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

～
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の

基
本
理
念
～

自
然
環
境
の
保
全
に
配
慮
し

な
が
ら
、
地
域
の
創
意
工
夫
を

生
か
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
歩
み
　
第
10
回

実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
自
然
環
境

の
保
全
、
観
光
振
興
、
観
光
教
育

の
場
と
し
て
の
活
用
を
図
り
、
こ

れ
ら
を
う
ま
く
両
立
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

～
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
～

①
自
然
環
境
に
配
慮
し
ま
し
ょ

う
。

②
地
域
観
光
の
活
性
化
に
結
び
付

け
ま
し
ょ
う
。

③
地
域
へ
の
誇
り
や
生
き
が
い
の

創
出
の
場
に
結
び
つ
け
ま
し
ょ

う
。

④
自
然
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
ょ

う
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
？

上
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、

希
望
者
を
対
象
に
「
本
日
の
シ
マ

遊
び
」
と
題
し
た
集
落
内
散
策
が
、

徳
之
島
、
天
城
、
伊
仙
の
各
町
内

３
カ
所
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本

町
の
手
々
集
落
で
は
、
同
地
区
在

住
で
徳
之
島
地
区
自
然
保
護
推
進

委
員
の
政
武
文
さ
ん
が
案
内
役
を

務
め
、
地
元
の
自
然
や
歴
史
、
文

化
な
ど
に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ー
ス
は
、
手
々
小

中
学
校
を
起
点
に
、
集
落
の
伝

統
行
事
「
ム
チ
タ
ボ
リ
」
で

「
殿ト
ノ

地チ

」
と
し
て
最
初
に
回
る
井

上
キ
ク
エ
さ
ん
宅
の
庭
を
見
学
。

「
庭
の
ソ
テ
ツ
は
、
集
落
内
の
別

の
場
所
に
あ
る
元
祖
の
ソ
テ
ツ

か
ら
３
代
目
に
あ
た
り
、
戦
禍

を
受
け
な
が
ら
も
た
く
ま
し
く

育
っ
て
い
る
」
と
い
う
話
を
、

参
加
者
は
興
味
深
げ
に
聞
い
て

い
ま
し
た
。

手
々
の
ま
ち
あ
る
き

（
実
践
事
例
）

井上キクエさん宅で説明を受ける参加者
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製
糖
期
に
は
、
南
西
糖
業
徳
和
瀬
工
場

の
冷
却
用
水
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
諸
田
池
は
、
秋
春
に
か
け
て
奄
美
地
方

に
飛
来
し
「
水
辺
の
貴
婦
人
」
と
も
呼
ば

れ
る
絶
滅
危
惧
種
の
セ
イ
タ
カ
シ
ギ
な
ど

の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
近
年
は
野
鳥

観
察
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

池
は
人
工
的
に
造
ら
れ
た
も
の
で
、
江

戸
時
代
に
薩
摩
藩
が
進
め
た
新
田
開
発
奨

励
策
に
よ
り
、
１
６
７
０
年
に
竣
工
し
、

灌
漑
用
水
の
貯
水
池
と
し
て
諸
田
池
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
諸
田
集
落
に
広

が
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
は
、
同
時
に
開
発
さ

れ
た
水
田
地
帯
で
し
た
。

池
は
、
当
時
の
大
島
郡
で
最
初
に
施
行

さ
れ
た
大
規
模
事
業
で
、
水
面
面
積
は
３
・

７
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
誇
り
、
40
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
田
地
が
整
え
ら
れ
、
併
せ
て
観
音
堂
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
を
契
機
に
、
薩
摩

藩
の
指
導
に
よ
る
新
田
開
発
な

ど
の
農
業
政
策
が
島
内
全
域
で

進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
横
目

な
ど
の
役
人
が
配
置
さ
れ
、
農

民
の
指
導
や
監
視
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

諸
田
池
横
の
う
っ
す
ら
と
し

た
林
の
中
に
は
石
像
が
安
置
さ

れ
、
地
域
住
民
に
古
く
か
ら
尊

崇
さ
れ
て
い
る
墓
地
「
シ
キ
ン
ト
ウ
墓
」

が
あ
り
ま
す
。
３
名
の
墓
標
が
あ
り
、
一

基
は
高
名
な
儒
学
者
の
門
下
生
で
文
武
両

道
に
優
れ
、
藩
の
文
書
奉
行
、
記
録
奉
行

に
任
じ
ら
れ
て
い
た
伊イ

地ジ

知チ

重シ
ゲ

張ハ
ル

の
墓
石

で
、
１
６
９
２
年
に
文
書
採
集
の
た
め
に

島
へ
訪
れ
て
い
た
際
に
死
去
し
ま
し
た
。

も
う
一
人
は
、
１
７
６
９
年
に
徳
之
島

代
官
所
の
見
聞
役
※
と
し
て
赴
任
し
た

法ホ
ウ

元ガ
ン

太タ

郎ロ
ウ

左ザ

衛エ

門モ
ン

の
墓
で
、
６
年
後
の

１
７
７
５
年
に
死
去
し
た
と
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
残
る
１
基
の
墓
石
に
関
し
て
は
、

諸
説
が
あ
る
も
の
の
詳
し
い
こ
と
は
判
明

し
て
い
ま
せ
ん
。

※
見
聞
役
は
横
目
と
も
い
い
、
現
在
の
警

察
署
長
と
裁
判
官
を
兼
ね
た
よ
う
な
役
職
を

果
た
し
て
い
ま
し
た
。

町
内
史
跡
巡
り　

第
10
回
＝
諸
田
集
落
＝

〔諸田集落の文化財〕
シキントウ墓、諸田池、諸田クシ墓
諸田ナーデントー遺跡
【お問い合わせ先】
町郷土資料館
☎ 82―２９０８

多くの野鳥が飛来する諸田池

次
に
訪
れ
た
、
町
の
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
「
掟
オ
キ
テ

大オ
オ

八ハ
チ

目メ

の
力
石
」
で
は
、

約
４
８
０
㎏
も
あ
る
と
さ
れ
る
石
の
重
量

に
「
持
ち
上
げ
て
み
た
い
」
と
名
乗
り
出

る
方
は
、
さ
す
が
に
現
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ミ
カ
ン
畑
を
横
目
に
見
な
が
ら
、
集
落

の
守
り
神
で
あ
る
「
豊ホ
ウ

穀コ
ク

神
社
」
に
到
着
。

神
社
の
由
来
や
先
祖
代
々
引
き
継
が
れ
て

き
た
神
事
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
地
元
住

民
が
守
り
伝
え
て
き
た
歴
史
に
思
い
を
は

せ
ま
し
た
。

当
日
は
、「
鬼
の
足
跡
」
と
の
伝
承
が
残

る
巨
岩
や
海
岸
近
く
の
風
葬
跡
、
ア
ジ
墓

か
ら
手
々
海
岸
ま
で
の
コ
ー
ス
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
が
集
落
内
の

ミ
カ
ン
畑
や
石
垣
な
ど
に
も
興
味
を
示
し

た
こ
と
も
あ
り
、
状
況
に
合
わ
せ
て
コ
ー

ス
を
変
更
し
ま
し
た
。
政
さ
ん
は
「
今
後

は
、
前
半
と
後
半
に
分
け
て
案
内
す
る
な

ど
の
方
法
を
検
討
し
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

ま
ち
あ
る
き
な
ど
の
集
落
散
策
は
、
地

域
の
個
性
を
生
か
す
工
夫
が
必
要
で
あ

り
、
地
元
住
民
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て

メ
ニ
ュ
ー
を
構
築
し
、
地
域
に
親
し
め
る

内
容
を
作
り
上
げ
て
行
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

掟
大
八
目
の
力
石

豊
穀
神
社
を
見
学
す
る
参
加
者
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2/15
～

3/14
ま
で
の

行
事
予
定

■
２
月
15
日　

13
時
30
分
～

第
29
回
島
唄
島
口
の
祭
典

（
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

■
２
月
21
日　

８
時
30
分
～

学
力
向
上
対
策
試
験

（
小
学
生
対
象
）

（
亀
津
小
学
校
）

■
３
月
1
日

劇
団
四
季
こ
こ
ろ
の
劇
場

「
ふ
た
り
の
ロ
ッ
テ
」

（
町
文
化
会
館
）

■
３
月
12
日

町
立
中
学
校
卒
業
式

（
町
内
各
中
学
校
）

■
３
月
14
日

学
士
村
塾
閉
講
式

（
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

■
３
月
中
旬　

町
内
史
跡
巡
り

（
町
内
各
史
跡
）

※
要
申
込
み
（
小
学
生
４
年
生

以
上
を
対
象
に
、
毎
年
学
校
か

ら
申
込
用
紙
を
配
布
し
ま
す
。）

※
日
程
等
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
関
係
機

関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

イベント

「
晩
餐
館　

焼
肉
の
た
れ
」
な
ど
で
お
馴
染
み
の
日
本
食
研
グ
ル
ー

プ
の
創
業
者　

大
沢
一
彦
氏
が
来
島
し
、
左
記
の
日
程
で
、
講
演
会
を

行
い
ま
す
。
現
在
、
従
業
員
数
３
８
５
０
名
、
経
常
利
益
68
億
円
を
誇

る
大
企
業
の
日
本
食
研
グ
ル
ー
プ
。
創
業
者
の
大
沢
氏
が
大
企
業
に
至

る
ま
で
の
成
功
の
秘
訣
を
講
演
し
ま
す
。

■
講
師　

大
沢　

一
彦　

氏

■
日
時　

平
成
27
年
３
月
５
日
（
木
）

17
時
30
分
～
18
時
30
分

■
場
所　

徳
之
島
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

３
０
０
名

※
入
場
に
は
「
入
場
整
理
券
」
が
必
要
で
す
。
定
員
に
な
り
次
第

整
理
券
配
布
を
終
了
致
し
ま
す
。
尚
、
整
理
券
は
美
農
里
館
ま

た
は
役
場
総
務
課
に
て
配
布
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

〈
大
沢
一
彦
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

・
日
本
食
研
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
取
締
役
会
長

・
日
本
食
研
グ
ル
ー
プ
14
社
最
高
経
営
責
任
者

・
徳
之
島
町
観
光
大
使

・
美
農
里
館
最
高
顧
問

・
愛
媛
県
食
品
産
業
協
議
会
名

誉
会
長
（
20
年
間
会
長
）

・
愛
媛
県
異
業
種
交
流
研
究
会

名
誉
会
長
（
20
年
間
会
長
）

講演会

「
日
本
食
研
」
の
創
業
者
が
語
る
成
功
の
秘
訣

講
演
会
に
つ
い
て

町
美
農
里
館

☎
83
―
４
１
１
１

問

公売

差
し
押
さ
え
た
財
産
を
売
却
し
ま
す

公
売
会
の
お
知
ら
せ

徳
之
島
町
で
は
、
税
の
滞
納
整
理
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
滞
納
整

理
の
一
環
と
し
て
自
治
体
職
員
が
捜
索
・
差
押
を
し
た
財
産
を
売

却
致
し
ま
す
。
公
売
会
に
は
、
一
般
の
方
の
参
加
・
入
札
も
可
能

で
す
。

■
場
所　

徳
之
島
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
ホ
ー
ル

■
日
時　

平
成
27
年　

２
月
11
日(

水)

午
後
２
時
開
場

・
第
１
回
入
札　

午
後
２
時
30
分　

・
第
２
回
入
札　

午
後
３
時

■
当
日
必
要
な
物

・
購
入
代
金(

現
金)

・
印
鑑(

認
印
可)

・
本
人
確
認
証(

免
許
証
・
保
険
証
等)

・
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

・
未
成
年
の
場
合
は
同
意
書

■
公
売
予
定
物
品(

一
部
抜
粋)

・
32
型
液
晶
テ
レ
ビ(

Ｒ
Ｅ
Ｇ
Ｚ
Ａ)

・
Ｎ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｎ
ｄ
ｏ
３
Ｄ
Ｓ　

Ｌ
Ｌ

・
電
動
工
具(

カ
ン
ナ
・
ド
リ
ル
・
ノ
コ
等)

・
革
張
り
ソ
フ
ァ
ー

・
テ
ィ
ル

町
収
納
対
策
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

問
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～
平
成
26
年
分
確
定
申
告
の
申
告
期
間

は
２
月
16
日
（
月
）
か
ら
３
月
16
日
（
月
）

の
平
日
で
す
～

大
島
税
務
署
に
よ
る
確
定
申
告
相
談
は
『
徳
之

島
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
』
で
左
記
の
日
程
で

行
い
ま
す
。

月　

日

受
付
時
間

３
月
２
日
（
月
）

午
後
２
時
～
午
後
４
時

３
月
３
日
（
火
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

３
月
４
日
（
水
）

午
前
９
時
～
正
午
ま
で

確定　
申告

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
確
定
申
告
相

談
日
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。
税
務
署
職

員
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
申
告
が
で
き
ま
す
。

・
青
色
で
申
告
さ
れ
る
方

・
譲
渡
所
得
（
土
地
・
建
物
・
株
式
等
の
売
買
）
が
あ
っ
た
方

・
先
物
取
引
に
よ
る
収
入
が
あ
っ
た
方

・
雑
損
控
除
の
適
用
を
受
け
る
方

・
繰
越
控
除
（
純
損
失
・
雑
損
失
）
の
適
用
を
受
け
る
方

・
贈
与
税
，
消
費
税
の
申
告
の
方

・
太
陽
光
発
電
売
電
収
入
の
申
告
の
方

※
申
告
の
種
類
に
よ
っ
て
は
役
場
で
対
応
で
き
な
い
も
の
も
あ

り
ま
す
の
で
、
不
安
な
方
は
ぜ
ひ
申
告
相
談
日
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

申
告
期
間
は
２
月
16
日
か
ら
３
月
16
日
の
平
日
で
す

平
成
26
年
分
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

確定申告相談会（税務支援）
のお知らせ

◇日時：平成 27 年 2 月 3 日（火）～平成 27
年 2 月 27 日（金）土日祝日は除きます。午
前 10時～午後 12時、午後１時～午後４時
◇場所：各税理士事務所
事前に必ず電話等で相談日時の予約をしてくだ
さい。
◇相談内容：所得税及び個人の消費税に関する
相談
◇対象者　※小規模事業者（事業をされてい
る方で平成 25年分所得金額 ( 専従者控除前、
又は青色特典控除前 ) が３００万円以下で、
税理士の関与の無い方）
※給与所得者、年金所得者
※但し、譲渡所得、贈与などがある方、その他
複雑な事案の方は除きます。
◇料金　税務相談（30 分程度）については無
料です。申告書作成等は有料です。電話予約の
際に税理士にご相談ください。

にせ税理士にご注意 !!
税理士の資格がない人が税務代理や税務書類
の作成や税務相談をすること（にせ税理士行為）
は税理士法で固く禁じられています。また、に
せ税理士は法律に反するだけでなく、あなた自
身が大きな被害を受ける場合があります。十分
にご注意ください。

【相談先】
松永光子税理士（亀津 7243）☎ 83―1515
富山三紀子税理士（亀津 7398）☎ 83―0617
吉盛一郎税理士（亀津 2917）☎ 82―1890

町
税
務
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
４
２
）

問

水道

水
道
工
事
店
継
続
の
指
定
を
受
け
る
業
者
の
方
へ

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

徳
之
島
町
の
水
道
工
事
店
継
続
の
指
定
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
下
記
に
よ
り
必
要
書
類
を
提
出
し
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

１　

必
要
書
類

（
１
）
申
請
書
（
第
２
号
様
式
）（
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

（
２
）
個
人
は
履
歴
書
及
び
身
分
証
明
書　

法
人
は
登
記

簿
抄
本
並
び
に
代
表
者
の
履
歴
書
及
び
身
分
証
明
書

（
３
）
事
業
内
容
、
工
事
経
歴
書

（
４
）
所
有
機
材
明
細
書

（
５
）
別
に
責
任
技
術
者
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は

そ
の
者
の
履
歴
書

（
６
）
申
請
の
日
の
属
す
る
年
度
の
町
税
納
税
証
明
書

（
７
）
建
設
業
法
第
４
条
に
よ
る
登
録
の
有
無
及
び
そ
の

等
級
を
証
明
す
る
書
類

（
８
）
誓
約
書
（
第
３
号
様
式
）（
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

２　

書
類
提
出
締
め
切
り　

平
成
27
年
２
月
27
日
（
金
）

工
事
店
の
指
定
は
毎
年
４
月
に
行
い
、
期
間
は
１
年
間

で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
水
道
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
５
１
～
１
５
３
）

担
当
（
起
島
・
山
本
）

問
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住宅

住
宅
の
完
成
に
伴
い
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

山
住
宅
入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

こ
の
度
、
山
地
区
の
山
団
地
建
替
事
業
に
よ
る
住
宅
が
完
成
す

る
の
で
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

１
．
募
集
団
地　
　

徳
之
島
町
山
１
７
３
２
―
２　

兼
久
田
住
宅

２
．
募
集
戸
数　
　

１
戸

３
．
募
集
期
間　
　

平
成
27
年
２
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
平
成
27
年
３
月
10
日
（
火
）

４
．
募
集
場
所　
　

町
役
場
建
設
課
住
宅
係（
申
込
用
紙
配
布
）

５
．
住
宅
概
要　
　

木
造
平
屋
建
て
（
１
戸
建
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　

・
３
Ｄ
Ｋ
（
76
・
６
㎡
）

６
．
家
賃　
　
　
　

２
３
，
５
０
０
円
～
３
５
，
０
０
０
円

７
．
対
象
者　
　
　

子
育
て
世
帯
・
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

８
．
選
考
方
法　
　

収
入
基
準
の
入
居
資
格
審
査
の
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　

公
開
抽
選
に
よ
り
決
定

９
．
入
居
開
始　
　

平
成
27
年
４
月
１
日
（
予
定
）

平成 27年度鹿児島県営住宅
空家待ち順位登録者募集案内
■物件
県営徳之島団地・県営ベルメール
徳之島団地
■申込書の配布・受付
平成 27 年２月 2 日（月）～２月 23
日（月）
午前９時から午後５時まで
※土日祝日を除く
■抽選日
平成 27年３月 5日（木）
午前 10時から
大島支庁徳之島事務所大会議室

大島支庁徳之島事務所　総務課
☎ 82―1333

町
建
設
課　

住
宅
係

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
５
２
・
２
５
３
）

問

消
費
税
の
８
％
へ
の
引
き
上
げ
後
に

家
を
買
っ
た
人
、
こ
れ
か
ら
買
う
人
、

「
す
ま
い
給
付
金
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

「
す
ま
い
給
付
金
」
は
、
平
成
26
年

４
月
の
８
％
へ
の
消
費
税
引
き
上
げ
に

伴
い
、
国
土
交
通
省
に
よ
り
、
住
宅
購

入
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
新
築
・
中
古
（
個
人
間
売
買

を
除
く
）
を
問
わ
ず
、
収
入
に
応
じ
て
、

最
大
で
30
万
円
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
消
費
税
８
％
時)

。
持
分
を

有
し
て
い
れ
ば
、
配
偶
者
の
方
も
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税

と
併
用
も
で
き
ま
す
。

給
付
金
を
も
ら
う
条
件
や
金
額
、
申
請

の
や
り
方
な
ど
は
「
す
ま
い
給
付
金
」
事

務
局
の
問
い
合
わ
せ
窓
口
で
尋
ね
ら
れ
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
給
付
金
額
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。

☎
０
５
７
０
―
０
６
４
―
１
８
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

Ｐ
Ｈ
Ｓ
や
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
☎

０
４
５
―
３
３
０
―
１
９
０
４

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
（
土
日
祝

含
む
）

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://sum

ai-kyufu.jp/

～
住
宅
購
入
者
の
皆
さ
ん
へ
～

国
土
交
通
省
の「
す
ま
い
給
付
金
」

問

国保

国
保
に
関
す
る
情
報
や
健
康
づ
く
り
を
紹
介

「
国
保
で
Ｈ
Ｏ
Ｔ
情
報
」
に
つ
い
て

国
保
に
関
す
る
情
報
や
健
康
づ
く
り
を
紹
介
す
る

「
国
保
で
Ｈ
Ｏ
Ｔ
情
報
」

毎
週
水
曜
日
の
午
前
10
時
23
分
か
ら
10
時
30
分　

Ｍ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
で

放
映
中
で
す
。

「
国
保
で
Ｈ
Ｏ
Ｔ
情
報
」
で
は
、

国
保
に
関
す
る
情
報
や
皆
さ
ん
の

市
町
村
で
行
わ
れ
て
い
る
健
康
づ

く
り
な
ど
を
７
分
間
の
番
組
の
中

で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま

す
。医

師
な
ど
の
専
門
家
に
よ
る
生

活
習
慣
病
な
ど
の
発
症
予
防
や
重

症
化
し
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
、

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で

行
わ
れ
て
い
る
高
血
圧
予
防
教
室

や
脳
卒
中
予
防
教
室
な
ど
の
保
健

事
業
の
取
り
組
み
を
担
当
者
の
声

を
交
え
な
が
ら
お
伝
え
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
市
町
村
で
住
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
健

康
づ
く
り
推
進
員
の
様
子
や
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
ふ
れ
あ
い
や
情
報

交
換
の
場
と
し
て
参
加
す
る
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
の
活
動
も
紹
介
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
健
康
増
進
課　

国
保
係

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
３
５
）

問

問
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文化

徳
之
島
町
で
は
10
月
31
日

国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す

いよいよ今年、鹿児島県全域で国民文化祭が開催されます！

平成 27 年 10 月 31 日 ( 土 ) から 11 月 15 日（日）までの期間、鹿児島県内全域で
『第 30 回国民文化祭・かごしま 2015』が開催されます。国民文化祭とは全国各地か
らアマチュアを中心とした文化団体や愛好者が集まり、様々な文化活動の成果を発表
し、競演し、交流する国内最大の文化の祭典です。

徳之島町では、平成 27年 10月 31日 ( 土 )、徳之島町文化会館にて、『民謡・民舞フェ
スタ in とくのしま』を開催します。島唄、郷土芸能など、様々な民謡・民舞が生活に
息づく地である徳之島。民謡日本一も多く輩出しているおり、祭典当日は島内及び島
外の様々な出演者の共演を予定しています。古き良き文化、新しい文化、様々な民謡・
民舞の魅力をお届けします。

町
社
会
教
育
課

☎
82
―
２
９
０
４

問

平
成
27
年
度
建
築
科

（
離
転
職
過
程
）
訓
練
生
募
集

建
築
、
塗
装
、
内
装
、
ブ
ロ
ッ

ク
組
積
、
配
管
、
庭
園
管
理
に

関
す
る
技
術
・
技
能
を
習
得
し
、

住
宅
全
般
に
係
る
幅
広
い
施
行

が
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

○
訓
練
科
目　

建
築
科

○
受
付
期
間　

平
成
26
年
12
月

８
日
（
月
）
～
平
成
27
年
２

月
27
日
（
金
）

○
応
募
資
格　

職
業
転
換
を
必

要
と
さ
れ
る
方
（
平
成
27
年

３
月
に
義
務
教
育
を
修
了
見

込
み
の
方
）

○
選
考
日　

平
成
27
年
３
月
４

日
（
水
）

○
選
考
場
所　

県
立
宮
之
城
高

等
技
術
専
門
校

○
選
考
方
法　

筆
記
試
験
（
数

学[

義
務
教
育
修
了
程
度]

）、

面
接

○
合
格
発
表　

平
成
27
年
３
月

６
日
（
金
）

○
応
募
手
続　
「
入
稿
願
書
（
写

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校
訓
練
生
募
集

真
貼
付
）」（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
あ
り
ま
す
。
又
は
当
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手

で
き
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

（
卒
業
証
明
書
又
は
学
校
調
査

書
等
が
必
要
な
場
合
も
あ
り

ま
す
）

○
ご
不
明
な
点
は
、
宮
之
城
高

等
技
術
専
門
校
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
立
宮
之
城
高
等
技

術
専
門
校

〒
８
９
５
―
１
８
０
４

薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
船
木

８
８
１
番

☎
０
９
９
６
―
53
―

０
２
０
７

国民年金に
ゆとりをプラス

自分で入る
公的な個人年金国 民 年 金 基 金

０１２０－６５－４１９２
０１２０－２０－６２４３
http://www.kagoshima-kikin.or.jp/

鹿児島県国民年金基金
〒892-0828　鹿児島市金生町 7-8

●ご相談・お問合わせ・資料請求はお
気軽にお電話ください。
●基金ホームページもご参照ください。

 ろうご よ い く に

自営業、フリーランスな方など、国民年金の保険料を納めている 60 歳未満の
方（国民年金の第 1号被保険者）がご加入できる公的な年金制度です。
なお、平成25年4月から60歳以上65歳未満の方も、基金に任意加入できます。

―未来のわたしに―
◎基本は終身年金。だから、一生涯お受け取り。
◎万が一の時にはご家族に一時金も。
※年金受給前または保証期間内にお亡くなり
になった場合。（B型をのぞきます）

―今のわたしに―
◎掛金は全額所得控除で、税金がお得。
◎掛金は自由に設定。
※口数単位での設定になります。また、途中
での変更も可能です。
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◆
南
の
島
で
国
際
交
流
／
野
外

活
動
体
験
（
日
本
全
国
の
小
学

生
）公

益
財
団
法
人
国
際
青
少
年

研
修
協
会
（
内
閣
府
公
益
認
定

等
委
員
会
認
定
）
で
は
、「
第
39

回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン

島
」
の
参
加
者
を
全
国
よ
り
募

集
し
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら
参

加
す
る
仲
間
と
の
共
同
生
活
や

様
々
な
野
外
活
動
を
通
し
て
友

達
作
り
の
楽
し
さ
を
知
り
、
お

互
い
に
協
力
し
助
け
合
い
、
積

極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
を

養
い
ま
す
。
ま
た
在
日
外
国
人

小
学
生
と
活
動
・
生
活
を
共
に

す
る
こ
と
で
言
語
や
習
慣
を
越

え
て
友
情
を
深
め
、
国
際
感
覚

を
身
に
付
け
る
第
一
歩
と
し
ま

す
。

対
象
：
小
学
２
～
６
年
生

場
所
：
大
島
郡
与
論
島

期
間
：
平
成
27
年
３
月
28
日
（
土
）

財
団
法
人
奄
美
奨
学
会
で
は
、

奄
美
出
身
者
の
子
弟
で
、
大
学

等
に
在
学
し
、
成
績
優
秀
、
心

身
健
全
で
あ
り
な
が
ら
、
経
済

的
な
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な

者
に
、
修
学
に
必
要
な
資
金
を

貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

１
．
貸
与
金
及
び
期
間

○
高
専
、
短
大
、
大
学
生
…

３
万
円
―
正
規
の
就
学
期
間

○
大
学
院
生
…
３
万
５
千
円

―
正
規
の
就
学
期
間

（
学
校
…
金
額
（
月
額
）
―
期

間
）

２
．
貸
与
金
の
返
還
義
務

卒
業
後
６
か
月
を
経
過
し
た

後
、
10
年
以
内
の
期
間
に
、

毎
月
均
等
額
以
上
を
返
還
（
無

利
息
）

３
．
必
要
書
類

①
貸
費
生
願
書
…
自
筆
の
も
の

で
、
家
族
の
所
得
な
ど
が
分
か

る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と

②
写
真
１
枚
…
撮
影
後
３
か
月

以
内
の
も
の
で
、
縦
４
ｃ
ｍ
、

横
３
ｃ
ｍ
以
内
の
も
の
を
貸

費
生
願
書
生
年
月
日
欄
の
右

側
に
貼
り
付
け

③
奨
学
生
推
薦
調
書
…
卒
業
し
た

学
校
の
学
校
長
が
作
成
し
た
も
の

④
成
績
証
明
書
…
卒
業
し
た
学
校

の
学
校
長
が
作
成
し
た
も
の

⑤
戸
籍
謄
本
／
住
民
票
…
発
行

３
か
月
以
内
の
も
の
を
各

一
通
ず
つ

４
．
選
考
方
法　

申
込
願
書
を
４
月

末
日
で
締
切
り
。書
類
選
考
の
上
、

５
月
中
に
決
定
し
ま
す
。

５
．
人
数　

若
干
名

６
．
推
薦
に
必
要
な
書
類
交
付　

財

団
法
人
奄
美
奨
学
会
事
務
局
で
交

付
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
１
０
８
―
０
０
１
４

東
京
都
港
区
芝
５
―
13
―
14　

ア
ン

ソ
ワ
ビ
ル
芝
６
階

財
団
法
人
奄
美
奨
学
会
（
事
務

局　

加
納
法
律
事
務
所
内
）

☎
０
３
―
３
４
５
６
―

１
１
０
０

ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

参
加
者
募
集
!!

財
団
法
人
奄
美
奨
学
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

必ずチェック最低賃金！
鹿児島県の最低賃金が以下のとおり改正されました。
地域別最低賃金 最低賃金（時間額） 効力発生日

鹿児島県最低賃金 678 円 平成26年10月19日

特定（産業別）最低
賃金 最低賃金（時間額） 効力発生日

自動車（新車）小売
業 748 円 平成26年12月17日

電子部品・デバイス・
電子回路、電気機械
器具、情報通信機械
器具製造業

720 円 平成27年1月4日

百貨店、総合スーパー 693 円 平成26年12月26日

＊鹿児島県最低賃金は県下のすべての労働者に適用さ
れます。ただし、特定 ( 産業別 ) 最低賃金の産業に
該当する場合は、当該最低賃金も適用されます。
＊最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなどすべて
の労働者に適用され、使用者は労働者に対して最低
賃金額以上の賃金を支払わなければなりません。
＊最低賃金には、次の賃金は算入されません。
（１）臨時に支払われる賃金（結婚手当など）
（２）一月を超える期間ごとに支払われる賃金（賞
与など）

（３）時間外・休日・深夜労働に対する割増賃金
（４）精皆勤手当、通勤手当、家族手当
【最低賃金に関するお問い合わせ先】
鹿児島労働局賃金室☎０９９－２２３－８２７８
名瀬労働基準監督署☎０９９７－５２－０５７４
最低賃金テレフォンサービス☎０９９－２２３－８８８１

～
４
月
１
日
（
水
）
６
泊
７
日

定
員
：
日
本
人
２
０
０
名
、
在

日
外
国
人
小
学
生
１
０
０
名

参
加
費
：
亀
徳
港
発
８
０
，

０
０
０
円
（
他
港
出
発
は

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
参
照
）

締
切
り
：
平
成
27
年
３
月
５
日
（
木
）

【
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
１
４
１
―
０
０
３
１

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
７
―

15
―
４
第
三
花
田
ビ
ル
４
階
）

☎
０
３
―
６
４
１
７
―
９
７
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
６
４
１
７
―
９
７
２
４
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

１
月
12
日(

月)

に
中
学
生
対
象
の
学
力
向

上
対
策
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
全
県
下
で
実

施
さ
れ
る
こ
の
試
験
は
、
中
学
校
区
の
枠
を
越

え
て
、
県
内
中
学
生
の
中
で
そ
れ
ぞ

れ
の
学
力
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
徳
之
島
町
で
は
、
１
年
生
が

18
名
、
２
年
生
が
28
名
、
３
年
生
が

31
名
の
計
77
名
が
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
受
験
し
ま
し
た
。
昼
食
を
挟

ん
で
５
時
間
の
試
験
で
し
た
が
、
学

校
の
定
期
テ
ス
ト
よ
り
レ
ベ
ル
の
高

い
問
題
に
子
ど
も
た
ち
は
最
後
ま
で

集
中
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

挑
戦
し
た
子
ど
も
た
ち
の
意
欲
、
部

活
を
休
ん
で
も
参
加
さ
せ
た
指
導

者
、
家
庭
の
都
合
よ
り
試
験
を
大
事

に
考
え
た
保
護
者
の
方
々
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。自
分
の
学
力
を
確
か
め
、

こ
こ
か
ら
学
び
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。２
月
21
日（
土
）

に
は
小
学
生
の
学
力
向
上
対
策
試
験
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
１
月
14
、
15
日
に
小
学
校
５
年
生
、
中
学
校
１
、２
年
生
を
対
象
と
し
た
鹿
児

島
県
教
育
委
員
会
が
行
う
鹿
児
島
学
習
定
着
度
調
査
が
本
町
小
学
校
，
中
学
校
で
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
全
体
に
お
け
る
学
習
の
定
着
度
の
分
析
結
果
を
ま
と
め
、

今
後
の
個
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
方
法
の
改
善
・
充
実
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

学
力
向
上
は
一
朝
一
夕
に
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
常
の
授
業
の
充
実
、

家
庭
学
習
の
確
保
等
を
図
り
な
が
ら
、
地
道
に
積
み
上
げ
て
い
く
も
の
で
す
。
学
力
向

上
対
策
試
験
や
鹿
児
島
学
習
定
着
度
調
査
を
通
し
て
、
自
分
の
学
力
を
客
観
的
に
知
り
、

今
後
の
学
力
向
上
に
役
立
て
て
ほ
し
い
で
す
。
学
力
向
上
は
人
生
を
生
き
抜
く
た
め
の

マ
ス
タ
ー
キ
ー
で
す
。

確かな学力をつける
～学力向上対策試験・鹿児島学習定着度調査～

「読書が大好き！」神之嶺小学校
作文表彰受賞

徳
之
島
町
教
育
長
室
で
１
月
８
日
、
神
之
嶺
小
学
校
及

び
児
童
へ
作
文
表
彰
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
校
６
年
生
の
田
之
畑
果
奈
子
さ
ん
は
、「
第
11
回
ネ
リ

ヤ
カ
ナ
ヤ
創
作
童
話
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
。

臆
病
な
ハ
ブ
が
仲
間
の
ハ
ブ
に
い
じ
め
ら
れ
て
い
た
と
こ

ろ
、
以
前
食
べ
よ
う
と
し
た
ク
ロ
ウ
サ
ギ
に
助
け
ら
れ
る

と
い
う
話
を
創
作
し
ま
し
た
。「
情
景
描
写
の
表
現
方
法
で

難
し
か
っ
た
所
を
担
任
の
黒
岩
先
生
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

く
だ
さ
っ
た
」
と
受
賞
の
喜
び

と
担
任
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

話
し
ま
し
た
。

同
学
年
の
田
之
畑
奈
保
子
さ

ん
は
、「
第
18
回
鹿
児
島
県
小
学

生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
で

奨
励
賞
を
受
賞
。
身
近
に
い
る

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
た

子
と
接
す
る
こ
と
で
、「
徳
之
島

に
養
護
学
校
が
な
い
の
で
学
校

を
作
り
た
い
」
と
い
う
思
い
を

抱
き
、
夏
休
み
の
課
題
で
作
文

に
思
い
を
表
現
し
ま
し
た
。
奈

保
子
さ
ん
は
、「
困
っ
て
い
る
人

に
対
し
て
、
何
か
で
き
る
こ
と
を
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
神
之
嶺
小
学
校
は
、「
第
18
回
鹿
児
島
県
小
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
」
の
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
同
校
は
「
読
書
が
大
好
き
」

と
い
う
言
葉
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
、
各
集
落
で
の
夕
読
み
放
送
や

保
護
者
に
よ
る
親
子
読
書
会
な
ど
様
々
な
活
動
を
家
庭
や
地
域
全
体
で
取
組

ん
で
い
ま
す
。
東
篠
成
紀
校
長
は
、「
特
色
あ
る
活
動
が
活
か
さ
れ
た
」
と

児
童
と
学
校
の
栄
誉
へ
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

（
写
真　

右
：
東
篠
成
紀
校
長
、
中
央
：
田
之
畑
奈
保
子
さ
ん
、

左
：
田
之
畑
果
奈
子
さ
ん
）
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ヘルシーアイランド
美農里（みのり）館
住所：〒 891―7111　徳之島町徳和瀬 615―1
電話番号：0997―83―4111
Email：chiikiei@tokunoshima-town.org
徳之島町地域営業課公式 facebook ページでも、
美農里館の情報および観光情報を発信しています。
http://www.facebook.com/chiikiei . tokunoshima

美農里館だより　２月号

カフェみのり館では、
軽食に加え、お茶セットも
提供しています。
（お菓子は日によって変わります。）
セット内容・・・・
・お菓子３種類
・お好きなジェラート
・ドリンク

観光係より わきゃシマから始めよう！エコツーリズムへの
ご参加ありがとうございました。
平成２６年１２月２７日（土）に行われました、『わ
きゃシマから始めよう！エコツーリズム』には基調講演、
シンポジウム、シマ遊びプログラムと年末のお忙しい中、
たくさんの皆様にご参加いただきましてありがとうござ
いました。
エコツーリズム推進に取り組んでいる先進地域の事例
を参考にして、徳之島でも三町が連携してエコツーリズ
ムの目的である、『地域の宝を探し、宝を磨き、宝を活か
す』ことができるよう、地域の皆様と取り組んでいきた
いと思います。

地域営業課　観光係
〒 891-7111　徳之島町徳和瀬 615-1( 美農里館内 )
TEL：0997-83-4111
地域営業課公式 facebook ページでも観光情報など
を更新しています。
https://www.facebook.com/chiikiei.tokunoshima

カフェみのり館では、

楽しいお茶時間も提供しています !!

コーヒー、紅茶
タンカンジュース、
シークニンジュース
の中からお選びください。

カフェみのり館のジェラートに
・グアバ
・パイナップル
・ラムレーズン
が仲間入りしました！
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成人式写真特集
町の話題
神田福祉農園施設紹介
特集　世界自然遺産への歩み
町からのお知らせ
Infomation
議会だより
Information
きばいむん・教育委員会だより
健康トピックス
美農里館だより
わきゃ学校自慢（手々小中
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12
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23
24
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26
27
28

index

表紙写真

町生涯学習センターで 1 月 5 日、
成人式が行われ、親族や関係者で新
成人の新たな門出を祝いました。

タニムラカンアオイ
常緑樹林の林床に生える
徳之島固有種の常緑多年
草。２～３月にカンアオ
イの中では、最も美しい
花を付ける。
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■
住
所
／
〒
891-7192

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
7203

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0997）

82-1111（
代
）　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0997）

82-1101
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.tokunoshim

a-tow
n.org/
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